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V69a TAO望遠鏡建設のためのアタカマ調査 8：チャナントール山頂での雲量
調査
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TAO計画は東京大学天文センターが中心となって進めている赤外望遠鏡計画であり、チリ北部のアタカマサイ
ト、チャナントール山山頂 (標高 5650m)に口径 6.5mの赤外線望遠鏡を建設するというものである。我々はこの
計画に向けた各種観測条件の調査を 2002年から継続して実施して来ている。その一環として、赤外線雲モニタを
山頂で 1年間運用し天候条件のモニタ観測を実施した。本講演ではその結果を報告する。
本研究に用いた赤外雲モニタは観測波長 8-12µmで全天を 24時間モニタする装置である。この装置を 2006年

4月にチャナントール山頂へ設置しモニタリング観測を開始した。装置トラブルにより 8-10月はデータが取れな
かったものの、2007年 4月までの 1年間で∼ 23, 000枚の全天赤外線画像が取得できた。このデータを解析し地上
温度で規格化した放射率を求めたところ、雲による放射率が 10%未満と定義した「晴れ」の割合は全体の 82.5%で
あった。季節的には 1-2月のボリビアンウインター期がもっとも悪く晴れは 60%程度、逆に 4-7月期は非常によ
く晴れが 90%を越える事が分かった。また山頂エリアは西から雲が流れてくることが知られているが、方角によ
る雲量の統計的な差は認められなかった。
以上より、チャナントール山頂が天体観測に非常に適したサイトであることが実地測定によって示された。


